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氷川っ子

各校の「氷川っ子」の取り組みを紹介します。

問　氷川町地域学校協働本部（生涯学習課内）　☎0965-52-5860

　町内の小学校では、来年4月に入学する子どもたちの就学

時検診が実施されました。同じ年齢の子どもを持つという共

通点はありますが、保育園が違えば初対面の保護者も多いと

思います。「保護者同士のつながり」の第一歩として、各小

学校の養護教諭の先生と打ち合わせ後、くまもと「親の学

び」プログラムを使った講座を行いました。最初は緊張した

表情でしたが、講座が進むうちに笑顔が見られ、話も弾み有

意義な時間を持つことができたと思います。これからの6年

間、中学校までの9年間、保護者のつながりを大切にしなが

ら、子どもたちが育まれていくことを願うばかりです。 

つながりの第一歩に（3校の就学時検診にて）

　11月4日、両中学校区の学校運営協議会主催で、第4回「CS

の日」を開催しました。竜北中学校区の「オータム交竜会」

では、約180年前から吉本地区にある太鼓「青貝」を題材と

した紙芝居を作りわかりやすく伝えたり、立神峡で探した火

打ち石を小学生に体験してもらったりと、中学生の趣向を凝

らした発表で小学生は「氷川の宝」について楽しく学ぶこと

ができました。

　氷川中学校区の「防災教室」では、避難所の設営を体験し

たり、子ども110番の家の方や地域探検中に出会った方へ防

災についてのインタビューを通して交流したりと、それぞれ

の地区で地域防災についてさまざまな形で学びを深めること

ができました。

　小中学生が、当日まで関わっていただいた全ての人に感謝

し頑張ることで、学校運営協議会の方々とともに、みんなが

笑顔になる「CSの日」となりました。

大人も子どもも頑張った
「地域とともにある学校」づくりに感謝！

コミュニティ・スクールだよりコミュニティ・スクールだより

地域学校協働本部だより地域学校協働本部だより

問　氷川町小中学校コミュニティ・スクール連携協議会事務局（学校教育課内）　☎0965-52-5859

つなげよう、えがおの輪

～人権月間の取り組み～

竜北西部小

　竜北西部小学校では、毎年11月中旬～12月中旬の
1カ月間を人権月間として、人権をテーマとしたさ
まざまな取り組み（授業参観、人権集会、「竜西小
なかよし憲法」の見直しなど）を家庭と連携して実
践し、なかまづくりや差別の解消に向けた学びを深
めています。
　右は、本年度の「熊本県人
権子ども集会」のポスターで
すが、本校5年生の濵田伊

い お り

桜里
さんの作品が採用されていま
す。本校児童の一人ひとりの
人権を大切にしたいという思
いや学びを「えがおの輪」と
して深め、家庭や地域に発信
していきたいと思います。

地域の宝と出会う「ふれあいフェスタ in 宮小」

　10月28日にCS主催、PTA共催の「ふれあいフェス
タin宮小」が開催されました。地域にあるさまざま
な“宝”と出会い、自分の住むまちのよさに気付き、
誇りを持つことができるようにという目的で、毎年
学年ごとに多様な体験活動が行われています。今年
も「陶芸、勾玉づくり、福祉体験、味噌づくり、こ
まづくり、竹灯籠づくり」と盛りだくさんの内容で
した。

「鍛練の汗 光る！」女子チーム県大会出場

竜北中

　10月5日に「八代中学校体育連盟 駅伝競走大会」
が行われ、男女各17チームが出場しました。竜北中
学校は女子チームが3位となり、昨年の男子に続き
県大会へ駒を進めました。男子チームは惜しくも
6位入賞という結果でした。来年こそは県大会への
“男女アベック出場”を狙います！

絆深まる　集団宿泊教室

竜北東小

　5年生30人が芦北・水俣方面に、1泊2日の集団宿
泊教室に行きました。天候にも恵まれ、ナイトゲー
ムやペーロンなどさまざまな体験活動を協力して行
うことができました。水俣病についての学習では、
学んだことを自分達なりの言葉で表現して話す姿も
見られました。この2日間、学びの多い集団宿泊教
室となり、さらに絆も深まりました。

女子駅伝、躍進賞で県大会へ！

三神宮秋季例祭参画、盛大！

氷川中

　八代中体連駅伝大会では、女子が2位の快挙！3位
の竜北中とともに、11月天草での県大会に出場しま
す！！13日には三神宮秋季例祭が開催。氷川中生も
3年生のポニー奉納を中心に全生徒で地域の方と触
れあい、氷川中プライドをアピールしました！深ま
る秋に子どもたちの躍動がまぶしく、支えて頂く保
護者や地域の方に感謝です。いつも本当にありがと
うございます。

宮原小

「氷川に住む生き物カード」を使い自然に

ついて学ぶ小学生（オータム交竜会）

地区防災について地域の人にインタビュー

する小中学生（防災教室）

　10月24日の竜北西部小学校を皮切りに、宮原小、竜北東小

の1･2年生が芋ほりをしました。6月に植えた芋の苗が地域や

保護者の皆さんの協力を得て、大きなお芋になりました。ど

の学校でも「とれた」という喜びの声が、芋畑に響きました。

　また、10月31日には3つの小学校の5年生が6月に植えた稲

を刈りました。氷川ツーリズムクラブやJAやつしろ竜北青壮

年部の皆さんに鎌の使い方や脱穀の仕方を教えていただき、

保護者の皆さんに見守られて無事終えることができました。

収穫の秋
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